
国立特殊教育総合研究所研究紀要 目次 

 

第１２巻（昭和６０年３月） 

 

 （原 著） 

•喘息の周期性と気象  斎藤美麿 １－６  

•特殊教育における教育工学に関する調査研究（ＩＩＩ）－教材・教具の利用について－  

詫間晋平・成田滋・中村均 ７－１６  

•自閉児の障害特性に関する生理心理学的研究（Ｉ）  東條吉邦・渡辺章・武居孝男・水

谷徹 １７－２５  

•多動児に関する臨床的研究（ＩＩ） －自己意識の形成と行動の自己制御（調整）過程と

の関連についての事例的考察－  平井保・大坪明徳 ２７－３５  

•摂食行動の人間行動生物学的分析  馬岡清人 ３７－４５  

•最重度精神遅滞児の動作模倣の形成  小塩允護 ４７－５５  

•発達遅滞児の言語学習場面における相互交渉の分析Ｉ －指導場面における前言語的相互

交渉を中心に－  長澤泰子・大石益男・藤島省太 ５７－６３  

•発達遅滞児の言語学習場面における相互交渉の分析ＩＩ －指導場面における前言語的相

互交渉の構造を中心に－  大石益男・長澤泰子・藤島省太 ６５－７３  

•重度精神遅滞児に対する模倣指導の検討 －Ｂａｅｒの初期プログラムの実施に関して－  

太田俊己 ７５－８２  

•聴覚障害児の聴能の評価法に関する研究（Ｉ）  中川辰雄・大沼直紀 ８３－９０  

•聴覚障害児における単語の表記能力と認知能力に関する研究  我妻敏博 ９１－９８  

•各種障害事例における実践研究－教育相談通所中の五事例とのかかわり合い－  中澤恵

江 ９９－１０６  

•点字パターン認識を規定する諸要因  木塚泰弘・小田浩一・志村洋 １０７－１１５  

•著しい精神遅滞をともなう肢体不自由児の自発行動を促す指導 －事例研究による考察－  

篠原吉徳 １１７－１２４  

•小学校弱視学級在籍児童の学習困難性をめぐる諸問題  山縣浩・千田耕基 １２５－１

３２ 


